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神 奈 川 県 保 険 医 新 聞 （毎月３回５の日発行）
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欧文数字を入力
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第1867号2012年9月5日（ 3）

無謀な「准看護師」養成の“廃止”に
医療現場は95％が「反対」
深刻な看護職員不足に

無理解な黒岩県知事に「撤回」を求める
■

神奈川県保険医協会（談話）
政策部長　桑島　政臣

■

　黒岩知事が突然打ち出した准看護師の養成廃止を巡り神奈川県の医療現
場がいま揺れている。知事の方針は県立衛生看護専門学校の准看学科は新
入生の募集を2014年度で打ち切り、准看護師を養成する4つの専門学校の補
助金（年間約3,200万円）を廃止するというもの。深刻な看護職員不足の下、
需給状況や就労実態などの現実を無視したこの養成廃止に、第一線医療が
崩壊するとの危機感に満ちた声が各地で広がっている。われわれは知事の
廃止方針の撤回を強く求める。

　「看護師」と「准看護師」をあわせた「看護職員」は全国で5万6,000人が
不足（厚労省「需給見通し」）しており、実にその1/4（1万6,000人）を神
奈川県が占めている。また人口10万対比の看護職員数は神奈川県が全国最
下位（693人：全国1,030人）である。全国で看護師は95万2,000人、准看護
師は36万8,000人が就労しているが、神奈川は看護師5万1,000人、准看護師
1万1,000人の就労となっており、看護師と准看護師の比率は全国が約5：2
なのに対し神奈川は約5：1と准看護師の少なさが際立っている。全国最低
の看護職員数の下、需給計画、養成計画も不十分、不透明なもと准看護師
の養成が途絶えると、看護職員が継続的に医療現場に供給されなくなり、
医療体制が瓦解していくことは火を見るより明らかである。

　准看護師は実際、病院に46％、診療所に33％、介護施設に17％が就労し
医療現場、高齢者介護の現場を支えている。看護師が病院に74％、診療所
に12％、介護施設に6％とその就労構成を異にしているのは、その役割が違
うということである。
　1990年代以降、急性期入院を大病院に担わせる「選択と集中」を厚労省
が敷き、診療報酬による経済誘導により、そこへの看護師の偏在集中、病
院の選別淘汰がなされてきた。極めつけは7：1看護の導入であり、入院基
本料を高額設定したため、市中病院からの看護師の引き抜き合戦という異
常事態さえ生んだのである。
　高次機能病院と、慢性期入院を主とする療養型病床、外来を主とする診
療所と役割や機能が違い、職種や人員配置も違ってくる。准看護師は看護
師と同様に保健師助産師看護師法に規定された法的な担保をもつ職種であ
る。診療報酬上も、一般病院は3割の准看護師、療養病床は8割の准看護師
の配置を前提に価格設定・経済評価がされている。また在宅医療の一部で
看護職員の経済評価はなされているが、外来は看護職員の配置は全く評価
がされていない。この医療制度の下で、実際の医療が展開されているので
ある。

　准看護師は、国が看護師養成に責任を十分に果たさない下で、地域医療

を守る観点で医師会などが自主的に学校をつくり教員を担い、就労支援を
経済的・物的に行い、その養成を担ってきた歴史的経緯がある。身分待遇
面での看護師との差は、医療費政策上、その配置に経済評価がない、ない
しは不十分な中、限界があり、その中でも医療機関個々は最善を尽くして
きている。現に、看護師の平均賃金は383,594円（月額）で、准看護師は
340,673円とその9割程度となっている。

　看護職員不足は医療費抑制策に起因する、昔からの慢性的な構造的な問
題である。外国からの看護師・准看護師候補の受け入れにみるように、准
看護師廃止の話は国政レベルでは無い。過去の厚労省の報告書での看護師
と准看護師の一本化・統合の提言は、21世紀初頭に看護職員の過剰供給と
なるとの推計の下、関係者との合意形成により、国が看護職員の供給体制
の整備・確立に責任をもつべきとしたものであり、「地域医療の現場に混乱
を生じさせないようにすることが不可欠」としている。
　既にみたように、看護職員の過剰供給などは水泡に帰しており、看護職
員養成への国の責任も十分ではなく、一本化に向けた諸条件は全く整って
いない。

　この現実を踏まえない、准看護師養成の廃止は医療現場を混乱に陥らせ
るだけである。看護職員がいなければ手術はできず、入院療養も成り立た
ない。准看護師養成廃止により、新卒看護師をはじめとした、就労看護職
員の獲得競争の激化、看護職員の確保困難から、手術数の制限、病棟の閉
鎖、病院の消失が起きる。また経営体力の弱い診療所、有床診療所、中小
病院に矛盾はより集中し、看護力の低下から第一線医療の「底割れ」が非
常に懸念される。現実は診療所での准看護師の求人に応募がない、欠員補
充困難が実態である。当会会員の切実な声は、ここに集約されている。調
査回答の95％の会員が准看護師養成の廃止に「反対」である。

　医療崩壊は、医師の過重労働もさることながら、看護職員不足も大きい
のである。

　看護職員を巡る社会環境は大きく変化し、准看護師に関しかつての「お
礼奉公」は殆ど影をひそめ、大卒社会人の第2キャリアとしての選択肢に准
看護師が位置付き、格差社会の下、安定した高収入の職種となっている。
現実に相模原や川崎の医師会立准看学校の倍率は5～6倍の「狭き門」であ
る。
　一方、看護師に関しては、これまでの「診療の補助」を超えて、医師の
指示の下で一定の医療行為の実施を認める「特定看護師」の法制化が俎上
に上ってもおり、看護職員の中での新たな資格の階層化の動きも活発と
なっている。
　医療の高度化や急性期対応は、すべての医療機関に同じように求められ
ているわけではない。役割分担、機能分担と身分保障、教育時間・カリキュ
ラムの見直しなど、医療崩壊を踏まえた各職種間相互の見直し議論が起き
ている中、准看護師の在り方は全体的に総合的に議論していく必要がある。

　短兵急に、養成廃止ありきでは、医療現場の秩序が壊れるだけである。
黒岩知事の賢明な判断を改めて強く求める。

2012年8月20日

（
１
面
か
ら
）
准
看
養
成
廃
止
問
題
で
記
者
会
見

  看
護
職
の
一
本
化
は
総
合
的
視
点
で

今
後
は
県
議
会
へ
の
陳
情
も
課
題

て
い
る
視
点
が
あ
る
と
し
、
大

病
院
中
心
の
看
護
協
会
の
要
望

で
は
な
く
、
中
小
病
院
や
開
業

医
で
働
く
准
看
護
師
の
話
に
耳

を
傾
け
た
議
論
が
必
要
で
あ
る

と
し
た
。
藤
田
理
事
は
外
来
看

護
料
の
設
定
が
な
い
中
で
の
看

護
職
の
雇
用
に
開
業
医
は
苦
慮

し
て
い
る
と
現
状
に
つ
い
て
付

言
し
た
。

　
記
者
ク
ラ
ブ
幹
事
社
か
ら
は

医
療
の
高
度
化
が
、
一
本
化
の

理
由
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
と

も
問
わ
れ
、
池
川
理
事
長
は
全

て
の
医
療
現
場
が
急
性
期
の
高

度
医
療
を
実
施
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
、
開
業
医
レ
ベ
ル
で

は
高
度
な
看
護
師
は
必
ず
し
も

必
要
な
い
と
説
明
。
時
代
背
景

も
あ
る
が
准
看
護
師
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
お
り
、
即
戦
力
と

な
る
准
看
護
師
に
拠
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
准
看
に
感
謝
し
て

い
る
と
し
た
。

　
ま
た
一
体
改
革
で
急
性
期
病

床
数
の
削
減
と
療
養
病
床
、
介

護
施
設
の
増
加
が
計
画
さ
れ
て

お
り
、
な
お
さ
ら
准
看
護
師
の

需
要
が
増
え
る
と
指
摘
。

　
池
川
理
事
長
は
准
看
護
師
を

廃
止
す
る
と
、
看
護
師
に
医
療

行
為
の
一
部
を
移
譲
し
た
際
に

は
当
然
業
務
過
多
と
な
り
、
看

護
業
務
の
一
部
を
無
資
格
者
に

移
譲
す
る
こ
と
と
な
り
、
問
題

が
大
き
い
と
矛
盾
を
指
摘
し

た
。

　
会
見
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
各
社

か
ら
追
加
取
材
が
相
次
ぎ
、
テ

レ
ビ
神
奈
川
で
当
日
の
夜
９
時

半
の
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
、

神
奈
川
新
聞
で
も
翌
日
報
道
が

な
さ
れ
た
。

し
て
の
対
抗
策
に
つ
い
て
問
わ

れ
、
こ
れ
ま
で
に
自
民
・
民
主
・

み
ん
な
・
公
明
の
各
党
県
議
団

と
懇
談
し
理
解
を
得
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
今
後
は
県
議
会
へ
の

陳
情
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
を

協
会
か
ら
答
え
た
。

　
更
に
は
記
者
か
ら
即
時
の
養

成
廃
止
に
「
反
対
」
は
わ
か
る

が
将
来
的
な
対
案
は
あ
る
の

か
、こ
の
問
題
は
昔
か
ら
あ
る
、

と
質
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
、
身
分
の
一
本

化
は
　
年
代
に
厚
生
省
か
ら
提

９０

言
さ
れ
て
い
る
が
前
提
は
看
護

職
員
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
現
状
は

そ
こ
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
厚

労
省
も
一
般
病
院
は
３
割
の
、

療
養
病
床
は
８
割
の
准
看
護
師

配
置
を
前
提
に
診
療
報
酬
を
設

定
し
て
お
り
、
看
護
師
１
０
０

％
の
配
置
は
病
院
内
の
役
割
分

担
の
観
点
か
ら
敷
い
て
い
な
い

と
応
答
し
た
。

欠
け
た
視
点

准
看
当
事
者
の
要
望

矛
盾
含
む
看
護
協
会
の

階
層
化
志
向

　
池
川
理
事
長
は
、
抜
け
落
ち

　
記
者
か
ら
は
、
協
会
の
主
張

並
び
に
准
看
護
師
と
看
護
師
の

一
本
化
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
、

池
川
理
事
長
が
「
即
時
の
養
成

廃
止
を
止
め
て
欲
し
い
。
一
本

化
そ
の
も
の
に
明
確
な
反
対
を

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
実
際

に
准
看
護
師
の
養
成
に
教
員
と

し
て
尽
力
し
て
い
る
開
業
医
も

い
る
。
開
業
時
に
看
護
協
会
に

求
人
を
出
し
た
ら
『
開
業
医
の

診
療
所
に
行
く
人
は
い
な
い
』

と
い
わ
れ
た
経
験
が
あ
る
。
開

業
医
で
は
募
集
し
て
も
看
護
職

員
が
来
な
い
状
況
で
あ
り
、
い

な
い
と
医
療
が
成
立
し
な
い
」

と
理
解
を
求
め
た
。

　
ま
た
協
会
よ
り
一
本
化
問
題

は
、
医
療
崩
壊
を
機
に
議
論
が

起
き
て
い
る
医
師
業
務
の
看
護

師
へ
の
移
行
な
ど
の
業
務
・
役

割
分
担
、
救
急
や
慢
性
期
な
ど

の
医
療
機
関
の
機
能
分
担
な
ど

総
合
的
な
議
論
の
中
で
検
討
が

加
え
ら
れ
る
べ
き
と
応
え
た
。

藤
田
理
事
は
准
看
護
師
を
代
表

す
る
団
体
が
存
在
せ
ず
、
県
の

看
護
協
会
が
要
望
し
た
准
看
護

師
養
成
廃
止
は
当
事
者
た
ち
の

要
求
と
は
言
い
難
い
と
し
た
。

　
記
者
か
ら
は
今
後
の
協
会
と

　
談
話
に
関
し
毎
日
新
聞
か

ら
照
会
が
あ
っ
た
他
、福
岡
県

歯
科
保
険
医
協
会
の
杉
山
副

会
長
や
済
生
会
栗
橋
病
院
院

長
補
佐
の
本
田
宏
氏
が
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
談
話
を
拡
散
。千

葉
県
保
険
医
協
会
か
ら
は
供

給
体
制
問
題
で
の
問
合
せ
が

あ
っ
た
。
尚
、８
月
　
日
の
記

２１

者
会
見
に
関
し
、神
奈
川
県
議

会
議
員
の
飯
田
満
氏
が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
。

准准
看看
養養
成成
廃廃
止止
のの

「「
撤撤
回回
」」でで
談談
話話

全
国
か
ら
も
注

全
国
か
ら
も
注
目目

　
政
策
部
は
８
月
　
日
、談
話

２０

「
無
謀
な
『
准
看
護
師
』
養
成

の
供
廃
止
僑
に
医
療
現
場
は
　９５

％
が
『
反
対
』
／
深
刻
な
看
護

職
員
不
足
に
無
理
解
な
黒
岩

県
知
事
に『
撤
回
』を
求
め
る
」

（
下
枠
）を
発
表
。
関
係
方
面

に
送
付
し
た
。


